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6月の人口動態

5月末!人口 15.3お32:司l世帯数394将判?引| 

6異|転人(十)3“珂6引11fG転去入 3 
月 |転出(-)河53訓I'¥':L¥/' J 

|:|他山 J !凶の動|死亡(-)

|ド6月服末|人口1旬5引叫21世帯数3双羽四95限5皮21

5 月
町政日誌

; 6月 4日長浜。上ノ関フ
エリー造船委員

会

6月 7日 公民館運営審議
会 i

B月12日 老人クラブ正副
; 会長会

6月20日 公民館支館長分
館長主事会

| 下媛ま納
さ相で期
い互には
ー銀郵 8
行使月
の局 20
各。日
支伊か
居予ら
へ銀 8
払行月
込. 31 
み愛日

一
で
訪
れ
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て

一
と
の
子
ど
も
た
ち
と
一
日
で
も
半
日
で

一
も
遊
ん
で
や
っ
て
く
だ
さ
い
。
一
歩
薗

各
区
長
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
て
、
先
一
内
に
足
を
入
れ
る
な
り
、
子
ど
も
た
ち

般
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
松
山
一
は
、
待
ち
か
ね
て
た
よ
う
に
寄
っ
て
ま

の
養
護
施
設
「
親
和
国
」
の
子
ど
も
に
一
て
、

d

お
い
ち
ゃ
ん
、
い
っ
ぺ
ん
抱
い

古
雨
ぐ
つ
を
贈
る
運
動
を
行
い
ま
し
た
一
て
や
、
僕
も
抱
い
て
や
、
私
も
だ
い
て

と
と
る
、
た
く
さ
ん
の
方
々
か
ら
、
八
一
ゃ

ρ

と
両
足
に
両
手
に
、
背
中
に

土
ハ
足
の
雨
ぐ
っ
と
そ
れ
に
温
か
い
励
一
首
に
す
が
り
つ
い
て
き
ま
す
。
わ
た
し

ま
し
の
た
よ
り
ま
で
添
え
て
い
た
だ
き
一
た
ち
は
、
家
庭
で
育
つ
子
ど
も
の
し
あ

ま

し

た

。

一

わ

せ

を

こ

こ

で

あ

ら

た

に

感

じ

ず

に

は

親
和
国
の
五
島
園
長
さ
ん
か
ら
も
、
一
お
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
、
こ
ラ

こ
の
制
度
は
、
金
融
機
関
(
銀
行
、
一
七
月
の
予
定
納
税
か
ら
、
ぜ
ひ
、
ど
利

H

み
な
さ
ん
に
お
礼
状
も
出
せ
ま
せ
ん
一
し
た
施
設
に
入
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
子

相

互

銀

行

、

信

用

金

庫

、

農

協

)

の

預

一

用

く

だ

さ

い

。

が

よ

ろ

し

く

お

伝

え

し

て

く

だ

さ

い

p

一
ど
も
を
つ
く
っ
た
家
庭
の
、
社
会
の
責

金
口
座
か
ら
振
替
に
よ
っ
て
納
税
す
る
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一
と
の
こ
と
で
し
た
。
本
紙
を
か
り
ま
し
一
任
を
感
じ
ず
に
は
お
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

J
ド

よ

る

と

、

納

付

i
鷲
還
の
患
諮
問
で
も
治
嬢
ん
@

J

L

j

川

町

れ

日

U1H…父
親

や

一

日

日

主

計

訪

日
目

b
u
i
u
u
M
U
M
-目
白

山

一

市

口

…

完

全

設

舗

の

一

一

日

明

日

日

M
H仁
川
リ

l
h
h
u
一
リ
吋
れ
ば
な
ら
な
い
と
号
、
感
じ
ま

れ

昨

日

は

け

口

?

引

出

し

一

則

昨

一

家

畜

診

療

所

完

成

…

一

片

山

引

け

山

口

三

日

ト

一

た

れ

は

は

い

山

口

U1n石川

ま
た
、
納
付
済
の
領
収
書
一
は
、
金
一
旦
愛
媛
県
出
雲
宋
共
済
組
合
連
合
会
出
、
一
な
ど
の

E
代
的
設
備
を
も
っ
た

ι国
に
一
設
を
訪
れ
、
そ
し
て
、
こ
の
子
ど
も
た
一
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
/
「

7
7、
ζ

機
関
か
ら
、
み
な
さ
ん
の
お
手
も
と
に
一
県
と
大
洲
市
、
そ
れ
に
喜
多
郡
の
各
市
一
類
の
な
い
、
家
畜
の
病
院
で
す
っ
一
ち
に
は
じ
め
て
接
し
、
わ
た
し
た
ち
は
一
協
力
を
賜
わ
り
ま
す
と
と
を
重
ね
て
お

届
け
ら
れ
ま
す
。
一
町
村
の
助
成
で
、
こ
の
ほ
ど
大
洲
市
田
一
こ
れ
に
よ
っ
て
、
現
在
お
こ
な
っ
て
↑
本
当
に
こ
の
子
ど
も
た
ち
に
何
か
し
な
一
日
朝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

す
で
に
、
と
の
制
度
は
利
用
さ
れ
て
了
口
に
き
ま
診
療
所
を
新
築
完
成
、
去
↑
い
る
一
般
診
療
や
集
団
検
診
に
あ
わ
せ
一
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
し
て
、
こ
の
旦
(
長
浜
町
社
会
福

ι品
目
色

お
り
、
大
変
便
利
だ
と
好
評
で
す
。
一
る

1
月
十
七
日
に
落
成
式
を
あ
げ
ま
し
一
て
、
重
症
の
家
畜
で
も
治
療
が
受
け
ら
一
設
の
子
ど
も
た
ち
が
立
派
に
生
長
し
て
一

便
利
だ
と
い
わ
れ
る
点
は
、
納
税
の
一
た
G

一
れ
る
よ
う
に
な
り
、
あ
わ
せ
て
、
当
町
一
良
、
土
会
人
と

E
っ
て
く
れ
る
こ
と
を

-tλ
員
紹
介

た
び
に
、
収
納
機
関
に
出
向
か
な
〈
て

7
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一
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日

目

1
M日
丸
山

U
一
臨
時
四
仁
願
引
に
は
お
山
ま
せ
ん
で
し
た
o

一
青

y
fを
守
る
県
民
運
動
推
進
委
員

司
会
話
出

L
入
れ
や

γ
町
一
泊
の
わ
す
ら
一
れ
に
牛
舎
な
ど
を
完
備
し
、
大
型
レ
ジ
一
事
業
に
、
よ
り
一
段
と
威
力
が
発
揮
で
一
こ
の
施
設
の
子
ど
も
だ
ち
が
一
番
欲
一

J

宮
本
幹
之
進
氏
(
長
浜
市
山
区
)

土
し
さ
が
お
い
こ
と
な
と
で
し
ょ
う
。
一
ト
ゲ
シ
、
セ
イ
ケ
シ
廻
転
枠
、
電
子
体
一
き
、
ま
た
、
共
済
加
入
、
畜
産
指
導
、
一
し
が
っ
て
い
る
も
の
は
何
だ
と
思
い
ま
↑

f

ま
だ
利
用
さ
れ
て
い
な
い
在
、
さ
つ
一
真
著
書
低
周
波
直
角
治
療
器
一
損
害
止
な
ど
に
大
い
に
期
待
さ
れ
て
干
す
、
そ
れ
は
愛
情
で
す
。
一

s
i
r
i
-
-
!
J
j
j
i
i

そ
く
金
融
機
関
か
税
務
署
へ
申
し
出
て
一
栄
養
障
害
診
断
器
、
電
気

P
E
測

定

器

い

ま

す

。

一

機

会

が

あ

り

ま

し

た

ら

、

み

な

さ

ん

一

i

f

l

p

題、

stb噌
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?
?
?
?
?金、
t宅
金

会

、

6
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a
s
y
?
?
?
?
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S
S
E
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?
?
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?
h号、、
st金、
A
n
s
s
s
f企
庁

門

閥

、

一

十

品

へ

ま

か
な
リ
ー
ダ
ー
が
い
る
か
ど
う
か
を
一
遁
肱

ω
gも
、
田

d
f
t

確

め

る

な

ど

、

事

以

の

防

止

に

万

全

一

必

ず

つ

な

い

で

く

を

期

し

て

く

だ

さ

い

。

一

瞬

:

と

く

に

、

交

通

安

全

に

つ

い

て

は

一

だ

さ

い

ρ

〈
り
か
え
し
注
怠
し
、
か
わ
い
い
子
一

ど
も
さ
ん
を
交
通
事
政
か
ら
守
り
ま
一
最
近
、
特
に
放
し
飼
い
の
犬
を
多
く

し

よ

う

。

一

見

か

け

ま

す

。

人

に

危

害

を

加

え

、

狂

3
.
生

活

行

動

友

病

に

で

も

な

っ

た

と

き

は

大

変

な

こ

-
一
と
こ
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
ラ
な
こ
と
が

夏
休
み
の
解
放
感
か
ら
、
と
も
す
↑

t
」

!

、
一
起
ら
な
い
前
に
飼
主
の
責
任
に
お
い
て

れ
ば
、
き
ま
ま
な
生
活
に
お
ち
い
っ
一
一
必
ず
、
つ
な
い
で
飼
っ
て
く
だ
さ
い
。

た
り
、
非
行
グ
ル
ー
プ
に
走
っ
た
り
一

す
る
事
例
が
あ
り
ま
す
。

夜
遊
び
、
交
友
関
係
、
好
ま
し
く

な
い
環
境
な
ど
に
十
分
注
意
し
て
、

規
則
正
し
い
生
活
を
送
ら
せ
る
よ
う

心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
教
師
と
両
親
が
、
学
校
の

相
談
室
を
利
用
す
る
な
ど
し
て
、
教

育
相
談
を
行
い
、
子
ど
も
さ
ん
の
生

活
行
動
に
真
剣
に
と
り
組
む
こ
と
も

大
切
で
す
。
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" 
阿
川
回
一
午
前

8
5分
j

午後
5

時
ま
で
。
先
月
竹
山
日
誕
生
の
が
ち
ょ
う

の
赤
ち
ゃ
ん
一
一
羽
が
、
あ
い
き
ょ
う
よ

く
歓
迎
、
新
種
魚
と
し
て
、
ほ
う
ぎ
ハ

夕
、
オ
ハ
グ
ロ
ベ
ラ
、
ク
エ
な
ど
仲
間

入
り
、
そ
し
て
大
き
く
な
っ
た
ワ
ニ
の

赤
ち
ゃ
ん

問
問
同
一

(
個
人
)
大
人
目
円
、
高
校
生
羽
円
、

小
中
学
生
勾
円

(
団
体
)
大
人
羽
円
、
高
校
生
別
円
、

小
中
学
生
句
円

。
金
山
出
石
寺

標
高
七
二

0
メ
ー
ト
ル
の
涼
気
@
一
二

0

0
人
の
何
泊
設
備
・
売
庖
・
休
憩
所
・

駐
車
場
な
ど
完
備

。
そ
の
ほ
か
須
沢
海
岸
キ
ャ
ン
プ
場
@

青
島
一
同
路
の
海
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ

1
ス

あ
り
〔

行

事

〕

一

7
1
8
月
毎
週
土
曜
日
夜
市

8
月

3
日
1
4
日
飾
笹
ゴ
ジ
ク
ー
ル

8
月
4
日
海
の
祭
典
@
町
内
盆
踊
り

@
軟
式
庭
球
長
浜
大
会
@
吟
詠
大
会
@

池
坊
生
花
展
。
町
内
野
球
大
会

8
月
旬
日
刊
日
大
洲
ニ
且
百
多
職
域
野

球
大
会

8
月
什
日
吟
詠
段
級
容
査

8
月
げ
日
郡
建
設
業
者

y
フ
ト
ボ

l
ル

大
会
8
月

刊

問

自

民

謡

同

好

発

表

会

一

と
こ
ろ
で
、
外
来
の
観
光
客
を
迎
え
一

る
に
あ
た
っ
て
は
次
の
こ
と
な
ど
に
注
一

意

い

た

し

ま

し

ょ

、

コ

。

一

て
不
潔
な
町
は
好
か
れ
ま
せ
ん
。
環
-

境
衛
生
忙
は
特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
一

二
、
優
し
く
、
親
切
に
応
対
し
ま
し
ょ
一

匂

「

ノ

。

一

写
真
は
に
ま
や
か
に
長
浜
港
を
で
る
包
二

つ

り

漁

船

一

個
人
事
業
税
(
ム
イ
一
期
分
)
の

べんりな

振醤納税制度

金
融
機
関
が
納
税
し
て
く
れ
ま
す

第
一
期
納
税
(
七
月
三
十
一
日
)
で

お
た
め
し
く
だ
さ
い

体
れ

尚一十一
大一季「夏一媛一愛一一

8月7日(水〉午後|時から
畏浜町中央公民館

一一一一ナ皿

智基島

友
属

松

古
川
叩

'nFq白

き

ろと

講

と

の一意

J

管
理
解
せ
ゼ
ト
ム
h

勺
F
J

i
;
、
〈
ト

J
{
I

七
月
に
は
い
る
一
う
さ
ん
、
お
か
あ
さ
ん
方
は
、
次
の
よ

と
、
こ
ど
も
さ
ん
一
う
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
、
こ
ど
も
さ

に
と
っ
て
楽
し
い
一
ん
の
夏
休
み
中
の
生
活
指
導
に
心
が
け

夏
休
み
が
あ
り
ま
一
ま
し
ょ
う
。

す
。
今
、
子
ど
も
一
。

E
L
5
7
2
司
王

さ
ん
た
ち
は
、
そ
一

1
E
Z
E
寺
霊

の
期
待
に
胸
を
ふ
一
一
学
期
の
学
習
内
容
の
復
習
と
か

く
ら
ま
せ
て
い
ま
一
動
植
物
の
飼
育
、
観
察
な
ど
、
自
発

す
。
こ
の
期
待
と
一
的
に
学
習
計
画
を
た
て
き
せ
て
、
こ

生
活
の
な
か
で
、
一
ど
も
さ
ん
の
毎
日
の
生
活
を
充
実
し

こ
ど
も
さ
ん
ひ
と
一
た
も
の
に
し
、
二
学
期
の
出
発
を
期

り
ひ
と
り
に
、
夏
一
待
に
満
ち
た
も
の
に
す
る
よ
う
な
生

休
司
令
の
真
の
窓
義
一
活
を
送
ら
せ
ま
し
ょ
う
。
そ
の
た
め

を
理
解
さ
せ
る
こ
一
に
は
、
子
ど
も
さ
ん
の
自
主
性
を
世
田
叶

と
が
大
切
で
す
。
一
重
し
て
、
そ
の
学
習
計
画
に
「
や
る

そ
こ
で
、
お
と
F

」
気
一
」
を
も
た
せ
る
よ
う
な
、
あ
た
そ

えて車体み

か
い
指
導
と
生
活
環
境
を
つ
く
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

2 

健
康
と
安
全

夏
休
み
に
入
る
前
に
、
子
ど
も
さ

ん
の
健
康
と
安
全
に
つ
い
て
、
医
師

と
相
談
し
て
、
毎
日
の
規
則
正
し
い

生
活
と
夏
の
健
康
増
進
に
心
が
け
ま

し
ょ
ラ
。
健
康
診
断
な
ど
で
治
療
が

必
要
と
認
め
ら
れ
た
病
気
は
、
夏
休

み
中
に
完
全
に
治
療
し
て
お
、
空
ま
し

ょ、フ。ま
た
、
読
山
、
キ
ャ
ン
プ
な
ど
に

参
加
す
る
協
会
が
多
い
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
こ
の
よ
う
な
と
き
に
は
、
子

ど
も
さ
ん
の
俺
崇
状
態
泊
、
経
験
ゆ
た

あ

りつ
プ1¥

と i
つ:
七

ざ i

ま
し
?こ

望j

ii 
i引
1て1
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昨
年
、
家
畜
共
済
制
度
が
変
わ
り
一
通
知
を
し
た
場
合
に
は
、
共
済
金
の
全
一
明
け
一
一
才
以
上
に
な
っ
た
と
を
に

家
主
一
目
共
済
の
加
入
は
、
飼
育
し
て
い
る
一
部
、
ま
た
は
、
一
部
の
支
払
を
受
け
る
一
加
入
が
で
き
ま
す
0

)

一
夏
休
み
で
す
。

家
畜
の
種
類
(
乳
用
牛
、
肉
用
牛
、
馬
一
こ
と
が
で
を
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
一

2
加
入
資
格
家
畜
を
導
入
し
た
と
ぎ
。
一
こ
ど
も
を
水
の
事
故
か
ら
ま

な
ど
)
ご
と
に
全
頭
を
同
時
に
加
入
さ
一
す
か
ら
ご
注
意
下
さ
い
。
一

3
加
入
差
一
回
一
ゼ
売
っ
た
と
ぎ
0

4

J

J

r

一
も
り
ま
し
ょ
う
。

せ
る
「
包
括
加
入
方
式
」
に
な
り
ま
し
一
ま
た
、
長
浜
町
で
は
、
共
済
責
任
期
一

4
肥
育
の
育
成
を
開
始
し
た
と
ぎ
。
一

た

ち

が

も

っ

と

も

多

い

。

一

た

。

一

間

(

保

険

期

間

)

の

終

期

を

、

十

二

万

一

(

栄

養

飼

料

を

多

量

に

あ

た

え

、

肉

一

i

2

不
健
康
状
態
で
需
に
筈
苧
し
、
一
言
共
済
に
加
入
寸

l

|
引
け

!llJ川
illl川
|

!

川
I

l

l

-

一

量

の

増

加

、

肉

質

十

ト

J
f
p
q」

中
毒
し
た
人
も
ま
o

こ

れ

は

ー

す

る

と

年

間

に

頭

一

家

畜

の

異

動

〈

増

減

〉

は

一

の

改

善

を

は

か

る

一

2rヘ一
wFV

の
人
、
話
時
眠
不
足
の
人
、
生
一
数
が
増
減
し
て
も
、
一

2

3

j

E

4

/

¥

(

一
こ
と
な
ど
。
)
一

2
4
/
F
;当

5

理
日
目
白
日
中
一
日
ロ
ヨ
一
す
ぐ
は
富
山
を
/
三
日

M1一…
γ
¥

一J
引人〔

毒
を
お
こ
し
て
い
る
。
服
装
が
悪
い
て
と
に
な
り
手
。
「

l
I
l
l
i
-
-
l
l
i
l
-
-
1
I
1
l
[
|
L
※

J
2の
場

合

壬

う

シ

町

山

γ
u
p九
一

と
を
は
丸
首
シ
押
「
ツ
、
素
手
、
素
足
一
そ
こ
で
家
畜
共
済
に
加
入
さ
れ
て
い
一
二
日
に
統
一
し
て
い
ま
す
の
で
、
共
済
一
は
、
兵
動
の
あ
っ
た
日
か
ら
昨
日
以
一

1

/

十
ト
J

ゾト
i

レJ
J

に

で
散
布
作
業
に
従
事
し
た
り
、
マ
ス
一
る
方
で
、
加
入
後
飼
養
さ
れ
て
い
る
家
一
責
任
期
間
は
、
す
べ
て
と
の
日
に
切
れ
一
臣
、
共
済
金
額
の
増
額
請
求
を
す

f
l
i
-
-
I
l
l
i
-
-
-
-

ク
を
せ
ず
に
散
布
し
た
り
す
る
こ
と
玉
の
頭
数
に
増
減
の
兵
動
が
あ
っ
た
場
一
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
る
こ
と
が
で
ぎ
ま
す
。
寸

I
1
1
1
1
h
H
I
l
l

で

す

。

-

合

は

、

そ

の

つ

ど

、

す

ぐ

に

、

電

話

か

-
H
家
畜
の
異
動
と
は

H

-

な
お
、
こ
の
ほ
か
詳
し
い
こ
と
は
、
一

4

そ
の
ほ
か
、
農
業
に
対
す
る
知
識
一
文
書
!
な
ど
都
合
の
よ
い
方
法
で
、
役
場
丁
加
入
資
格
の
月
齢
に
達
し
た
と
き
。
一
産
業
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
一
あ
り
が
と
う

が
中
途
半
端
で
、
そ
の
取
扱
い
を
粗
一
産
業
課
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
こ
の
一
(
乳
用
牛
、
肉
用
牛
は
、
生
後
六
ケ
一
い
。
一

昨

れ

い

川

十

日

日

時

守

一

同

ι同
日

比

日

川

い

い

げ

川

一

1
1

パィ江戸
H
H
H
h
f
1
T
I
l
l
-
t
I
/
f
1
一

ご

ざ

い

ま

し

た

け

い

注

意

事

項

一

一

二

三

一

一

一

七

月

も

中

旬

を

過

ぎ

る

と

、

暑

さ

も

い

よ

い

よ

本

格

的

に

な

っ

て

き

ま

す

。

土

ー
ま
ず
、
農
薬
散
布
に
あ
た
っ
て
は
一
九
三
一
日
本
の
夏
は
、
温
度
と
湿
度
が
高
い
た
め
、
と
く
に
体
に
こ
た
え
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
ど
ん
な
ど

V
高
木
さ
ん

必

ず

コ

ム

手

袋

、

マ

ス

ク

な

ど

げ

し

不

正

日

丘

一

は

け

認

可

日

立

一

一

七

日

立

ヨ

れ

閥

抗

日

ド

ロ

川

疲

れ

を

う

っ

一

一

長

浜

五

区

の

高

木

忠

登

さ

ん

は

、

現

て
、
服
装
を
経
え
、
農
薬
の
取
扱
一
日
一
一
一
一
三
一
と
れ
ば
、
温
度
や
湿
度
や
気
圧
の
変
化
で
、
体
内
の
ホ
ル
モ
ン
の
バ
ラ
ン
ス
が
く
ず
れ
る
か
ら
こ
金
一
万
円
を
香
典
返
し
の
か
わ
り
に
、

い
を
慎
重
に
行
な
い
、
不
健
康
な
人
一
戸
↑
一
三
一
?
だ
と
説
明
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
o

(

了
長
浜
町
社
協
の
資
金
に
充
当
し
て
ほ

、
著
し
く
疲
労
し
て
い
る
人
な
ど
は
一
~
膝
臨
策
そ
こ
で
夏
ま
け
の
対
策
と
し
て
、
次
の
二
つ
の
点
が
考
え
ら
れ
ま
す
o

〈
一
し
い
グ
と
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
付

散

布

作

業

に

従

事

し

な

い

こ

え

正

樹

描

対

①

ビ

夕

、

、

、

ン

類

を

豊

富

に

と

る

と

と

。

一

一

き

れ

ま

し

た

。

2

散
布
作
業
は
、
朝
夕
の
涼
し
い
時
一
(

t

下

り

②

体

内

の

新

陳

代

謝

を

よ

く

す

る

た

め

に

、

「

酸

」

を

と

る

こ

と

。

~

一

間
を
選
び
、
二

t
コ
一
時
間
で
交
替
す
一
~
髄
酔
時
ザ
河
川
町
よ
〈
、
疲
れ
た
と
ぎ
に
甘
い
も
の
を
食
べ
る
と
よ
い
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
甘
い
も
の
を
吸
収
す
~
一
マ
長
浜
琴
友
の
会
の
み
な
さ
ん

る

こ

と

。

一

ρ

最

善

凶

寸
J

る
た
め
に
、
多
量
の

B
1
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
で
な
く
て
も
、
夏
は
、

B
1
の
消
費
が
盛
)
一

ノ
、
五
回
盟
国
臣
仁
ん
で
す
ミ
ら
、

J
え
っ
て
体
が
だ
る
く
な
る
と
い

5
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
必

O

L

め
ず
ら
し
い
大
正
琴
の
グ
ル
ー
プ
で

3

作

業

後

は

、

」

日

J
L
J違
法

む

し

M
、
民
し
、
す
っ
ぱ
い
く
だ
も
の
、
酢
の
き
い
た
野
菜
サ
ラ
ダ
:
く
と
る
よ
う
に
〈
一
知
ら
れ
る
長
浜
去
っ
す
い
の
会
(
代
表
、

去
を
石
け
ん
で

t

亡
髄
穀
豊
心
が
け
た
ほ
う
が
賢
明
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

H

一
回
淵
大
二
郎
氏
)
の
五
人
の
方
々
は

は

毎

日

取

り

替

え

る

こ

と

。

一

・

岡

出

宮

拭

官

主

三

一
『
軍
統
お

E14
司
た
だ
、
あ
ま
り
神
経
質
に
、
あ
れ
や
こ
れ
や
を
考
え
る
と
、
か
え
っ
て
マ
イ
ナ
ス
で
す
。
要
は
三
こ
の
ほ
ど
、
老
人
ホ

1
ム
の
方
た
ち
に

4

作
業
後
、
酒
を
飲
ん
だ
り
、
夜
ふ
一
)
沼
田
製
鋼
;
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
食
事
を
十
分
と
り
、
よ
く
限
る
・
:
:
、
こ
れ
が
な
に
よ
り
大
切
で
す
。
三
大
正
琴
を
聞
い
て
楽
し
ん
で
い
た
だ
こ

か
し
を
し
な
い
こ
と
。
め
ま
い
が
し
〓
}
時
欄
開
時
そ
D
上
で
、
前
に
述
べ
た
よ
う
な
注
意
を
怠
ら
な
け
れ
ば
、
夏
ま
け
を
す
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
と

5
と
白
山
富
を
慰
問
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
り
、
頭
痛
が
し
た
り
気
分
が
少
し
一

J

F
謝
L

は

ず

で

す

。

)

一

た

、

そ

の

上

グ

お

年

寄

り

の

み

な

さ

ん

で
も
惑
く
な
っ
た
ら
医
師
の
診
断
を

F

Z

E

さ
ら
に
は
、
暑
い
か
ら
と
い
っ
て
、
ご
ろ
ご
ろ
し
て
な
い
で
、
積
怪
的
に
休
を
動
か
し
、
汗
を
と
に
、
何
か
お
い
し
い
も
の
で
も

受
け
る
こ
と
。
そ
の
際
使
用
し
た
薬
一
八
一
一
二
三
一
か
昔
、
お
腹
を
す
か
せ
て
食
事
を
と
る
と
い
う
、
何
一
u
変
て
つ
も
な
い
生
活
方
式
が
、
結
局
、
ぃ
一
一
と
、
現
金
七
千
円
を
寄
付
さ
れ
、
大

習
を
知
ら
す
こ
と

O

F

f

-

-

f

i

t

は

は

月

は

ほ

日

U
げ

は

川

い

け

ば

)

(

J

I

l

-

-

J

J

E
よ
ろ
こ
時
れ
て
い
ま
す
。

h
H
H
H
M
w
t
t
t
t
t
t品川川崎
M
m
t
t
t日
州
市
川
市
四
日
日
目
日
月
日
目

t
t日
目
目
日
間
同
州
市
川

t
t
t
t
z
t
t
H
t
f
t
m
f
M
W問団
H
t
t
z
H
t
t
t
t
t
t川
山
川
問
団
日
目
日

t
t
t日
目
目
川
市

1
1
l
t山
市
問
団
川
河
川
目
河
川
ほ
日
昨
日
日
目
目
川
川
崎

コ
コ
]
目
コ
ヘ
ヱ
一
1
1
I
f
-
-
E
f
i
l
l

一

計

量

器

定

期

検

査

日

程

表

¥

同一一日夜
Z
1
1
1
1
U
M
-
-
J二
計
量
器
の
定
期
検

-
1
4
l
i
l
i
-
-
ー
ペ
|
プ
日
付

一v
h
i衛
生
事
業
計
画
室
一
一
志
町
広
七
三
日

l
i「
百
七

三
」
同
盟
」
J
E「叶
l

十

計

一

4
E
I
|一一一，
I
l
i
f
t
-
f
1
2

二

7
月

羽

目

一

片

岡

町

駅

町

1

「
E

U

引

|

一一

l
!創
出

朝

一

一

l
i
l
-
-
一

一

一

「

は

か

り

」

「

自

動

ま

す

」

一

一

l
i
l
-
-
!
1
1
1
1
七
1
1
I
1
I
l
-
-
r
i
l
l
-
-
-

一

一

一

成

人

病

検

診

一

一

8
片

引

日

(

水

)

-

一

三

一

な

ど

一

一

7
月

1
日

一

午

前

?

時

か

ら

一

y

一

一
一
一
日
初
才

1
ω
才

一

一

一

一

一

一

一

一

5

一
午
後
4
時

ま

で

一

一

一
一
一
老
人
控
室
査
一
平
後
|
時
一

ω分
か

ら

一

青

島

一

一

一

一

一

1
l
i
l
-
-
1
1
f
i
l
l
「
iIlli--1

一

一

一
ヨ
(
段
目
1

「

一

~

一

小

学

校

一

語

才

以

上

一

二

で

百

日

日

目

ド

刊

誌

一

一

8
月

1

日

一

昨

刊

刊

す

っ

一

櫛

止

隣

保

館

一

一
一
色
一
時
鍔
尿
検
査
一

ji--↑一
一
一
一
一
日
取
引
証
明
に
使
用
す
る
計
量
器
は
一
一

1
一
l
J
U引
1
1
1
U
E引
一

一

一

一

一

一

!
!
7
i
l
-
-一
二
か
な
ら
ず
検
言
受
け
て
く
だ
さ
い
0

7

J

一
午
後
5
時

ま

で

一

uuj白

一

一

病

健

一

を

き

↑

↑

8

一

一

三

一

一

一

1
1
1
1
1
1
l
I
l
l
i
t
-
-
l
i
-
-
一

一
一
一
一
現
在
病
気
療
養
中
の
一
主
8
日
2
日
(
水
)
一
一
一
一
一
一
〔
検
査
を
一
党
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
三

8
月

3

日

一

午

前

日

時

か

ら

-

長

浜

町

公

民

館

一
一
人
人
日
出
品
川
必
要
は
一
一
午
後
1
時

一

刻

分

か

ら

一

今

坊

-

一

一

一

計

量

器

〕

一

一

一

正

午

ま

で

一

豊

茂

支

館

一
一
成
老
一
(
そ
の
他
)
一
一
~
一
段
館
一
柄
拘
才
以
上
一
一
二
。
ば
か
り
③
臼
動
ま
す
@
皮
革

E
1
寸
川
l

l

l
」
J
釦

配

引

一

一

一

一

宅

入

手

恨

の

あ

る

方

一

↑

↑

↑

一

一

一

一

(

た

だ

し

、

改

正

法

に

よ

り

従

来

の

「

一

一

↑

午

後

5
時

ま

で

一

一

一

一

君

ど

持

参

く

だ

二

2
3
3一
一

一

一

二

さ

と

ま

さ

は

、

検

査

一

す

げ

な

く

一

日

引

ぺ

-
J
U州引
1
i
l
J

(二)

ふ
え
る
農
薬
に
よ
る
死
亡
事
故

役

場

の

支

払

日

は

(

平

日

の

場

合

)

…

一

F

h

d

1

H

一

毎

月

川

!

午

前

8
時
刊
分

t
午
後
3
時

一

一

引

日

…
レ

考
7
f

灸

ス

叫
川

J

l

'
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-
毒
物
や
劇
物
の
表
示
の
あ
る
農
業

は
特
に
危
険
で
す
か
ら
、
し
っ
か
り

し
た
貯
蔵
場
所
を
設
け
て
、
必
ず

が
カ
ギ
N

を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

2

貯
蔵
場
所
に
は
、
医
薬
用
外
毒
物

医
薬
用
外
劇
物
の
表
示
を
は
っ
き
り

し
て
、
ハ
也
険
な
も
の
が
入
っ
て
い
る

こ
と
を
家
の
人
も
知
っ
て
い
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
、
つ
。

5

カ
ギ
は
主
人
が
責
任
を
も
っ
て
厳

重
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

4

農
薬
を
飲
食
物
の
容
器
に
入
れ
た

り
、
飲
食
物
と
い
っ
し
ょ
に
置
い
て

お
く
と
、
誤
っ
て
使
う
お
そ
れ
が
あ

り
、
大
変
危
険
で
す
。

ま
た
、
特
定
の
毒
物
(
ホ
リ
ド
ー
ル

@
一
ア
ッ
プ
@
ブ
ラ
ト

l
ル
@
ブ
ツ
ソ

l
ル
な
ど
)
は
個
人
で
所
持
し
た
り

使
用
し
た
り
す
る
と
法
律
違
反
で
す

ど
う
す
れ
ば
防
げ
る
か

慣
れ
に
よ
る
油
断
、
不
注
意
、
ま
た

は
「
低
毒
性
」
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
に
よ

る
安
心
感
が
恐
し
い
散
布
事
故
を
ひ
ま

お
こ
し
ま
す
。
農
薬
を
散
布
す
る
と
き

は
、
つ
ぎ
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

中
毒
の
お
も
な
原
因

-
散
布
中
、
散
市
者
本
人
の
不
注
意

に
よ
る
も
の
が
多
く
、
散
布
剤
を
水

で
溶
く
と
き
に
素
手
で
作
業
し
た
り

散
布
中
に
H

た
ば
こ
H

を
す
っ
た
り

ま
た
、
散
布
後
農
薬
の
付
着
し
た
手

を
十
分
に
洗
わ
ず
に
食
事
を
し
た
人

「新迫力rU

百氏 名番号

2 石田 貴匡雄 447 
6 佐野忠義 354
9 中村佐喜男 892 

? 西田孜志雄 471 
10 藤山|手志叔 14 

12 山尾治燥i涜 844 
12 山口 栄 875

「削除j

36 井上

「訂iEJ

3 神山栄治郎の番号、 122番を 1173番Jに、
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39神山明の番号、 345番を 1122蕃J1と訂正
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治平

長
浜
町
農
協

大
和
支
所

長
浜
町
公
民
館
一

白

滝

支

館

一

V
東
京
の
近
田
さ
ん

七
三
い
東
京
の
空
の
下
か
ら
、
長
浜
町

の
老
人
ホ
i
ム
(
白
山
間
)
へ
、
愛
の

寄
付
金
一
万
円
が
届
き
ま
し
た
。
こ
の

贈
り
主
は
、
近
間
ヒ
サ
さ
ん
と
い
わ
れ

今
年
目
才
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で
す
。
近

田
さ
ん
は
、
こ
の
町
の
出
身
で
、
現
在

東
京
都
武
蔵
野
市
域

2
i
m
l
gに
住

ん
で
お
ら
れ
ま
す
が
、
親
戚
の
一
高
菊
枝

さ
ん
(
大
字
長
浜
本
町
)
を
通
じ
て
、

老
人
ホ

i
ム
あ
て

μ

納
田
円
塔
の
建
設
資

金
に
し
て
ほ
し
い
ゲ
と
、
贈
っ
て
こ
ら

れ
た
も
の
で
す
。

wv
長
友
会
(
豊
茂
)
の
み
な
さ
ん

出
章
一
茂
の
豊
友
会
の
み
な
さ
ん
は
、
こ

の
ほ
ど
長
浜
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
、

福
祉
傘
や
、
傘
立
て
を
寄
付
さ
れ
、
大

変
よ
る
と
ば
れ
て
い
ま
す
。

福
祉
傘
却
本
(
単
価
三
八

O
円
)

傘
た
て
一
台
(
三
五

C
C円
)

な
お
、
最
友
会
と
は
、
由
主
茂
地
区
の

お
才
か
ら
お
才
ま
で
の
成
人
男
子
の
グ

ル
ー
プ
で
、
会
員
の
親
陵
会
深
め
な
が

ら
、
地
域
を
よ
く
す
る
た
め
に
あ
り
た

い
と
い
う
グ
ル
ー
プ
で
す
。

な
お
、
現
在
会
員
は
却
名
(
会
E
一文、

松
田
士
口
幸
氏
)
で
す
。

い
よ
い
よ
本
格
的
な
夏
の
訪
れ
で
す

静
か
だ
っ
た
私
た
ち
の
町
も
、
観
光
客

の
め
れ
や
問
い
合
わ
せ
で
に
ぎ
わ
い
は

じ
め
ま
し
た
。

」
仰
に
山
に
川

-e
と
、
自
然
美
抜
群
の

こ
の
町
を
一
、
い
つ
ま
で
も
μ

生
き
て
い

る
明
る
く
楽
し
い
町
グ
と
し
て
大
切
に

し
ま
し
ょ
う
。

さ
て
、
今
回
の
紙
町
、
ト
ッ
プ
に
の

せ
ま
し
た
写
真
、
説
明
の
と
お
り
、
遠

く
松
山
や
小
田
方
面
か
ら
訪
れ
た
、
つ

り
」
谷
た
ち
の
一
昨
で
す
。

つ
り
場
と
し
て
年
々
有
名
に
な
っ
て

き
た
長
浜
、
最
近
で
は
.
新
聞
に
、
テ

レ
ビ
に
、
ラ
ジ
オ
に
と
紹
介
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
組
光
協
会
も
、
こ
の
お
世

話
に
早
朝
か
ら
テ
シ
テ
ゴ
ま
い
。

ど
う
や
ら
今
年
の
夏
か
ら
は
、
海
水

浴
容
に
な
ら
も
で
、
つ
り
容
で
一
段
と

に
ぎ
わ
い
そ
う
。

な
に
は
と
も
あ
れ
、
一
年
で
一
番
来

客
の
多
い
と
雪
、
気
持
よ
く
迎
え
て
、

大
い
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
去
、
、
グ
あ
L

長
浜
は
イ
イ
と
こ
ろ
だ
な
l
H
と
、
よ

い
印
象
を
帰
り
の
お
土
産
に
、
も
っ
て

か
え
っ
て
い
た
だ
、
雪

来
年
は
、
今
年
の
倍
の
お
客
さ
ん
で

に
ぎ
わ
え
る
よ
、
コ
。


